
介護保険の認定者数
区分 2020.7月現在
要支援１ 1362人
要支援２ 1238人
要介護１ 2073人
要介護２ 1574人
要介護３ 1167人
要介護４ 1316人
要介護５ 812人
計 9542人
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東尾久相談室

東尾久2-37-3

TEL・FAX

3895-0508

法律相談会
毎月第３火曜日（午後６時か

ら）北千住法律事務所の弁護士

による法律相談会をおこなって

います。

できるだけ事前にご連絡くださ

い。

10月の相談会は、
10月20日（火）

尚、お急ぎの方は、弁護士事務所にて、ご相談

できますのでお気軽に声をかけてください。

介
護
保
険
の
相
次
ぐ

改
悪
に
反
対
を

現
在
、
政
府
は
、
介
護
保
険
の
要

介
護
１
、
２
の
生
活
援
助
の
保
険
外

し
や
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
有
料
化
な
ど
、

介
護
保
険
関
連
の
改
悪
を
す
す
め
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
介
護
保
険
ス
タ
ー

ト
時
の
介
護
者
の
世
帯
構
造
は
「
三

世
代
同
居
」
が
ト
ッ
プ
で
し
た
が
、

こ
の
間
、
世
帯
構
造
は
大
き
く
変
化

し
「
独
居
」
と
「
老
夫
婦
世
帯
」
の

高
齢
者
だ
け
の
世
帯
が
５
０
％
を
超

え
て
い
ま
す
。
要
介
護
に
な
っ
た
１

人
暮
ら
し
は
生
活
援
助
が
不
可
欠
で

す
。
家
族
構
成
の
変
化
に
保
険
制
度

が
対
応
し
て
い
ま
せ
ん
。

昨
年
実
施
し
た
「
第
８
期
高
齢
者

プ
ラ
ン
策
定
の
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
」
で
は
、
事
業
者
か
ら
の
要
望

に
は
「
書
類
作
成
が
多
く
日
々
書
類

作
成
に
追
わ
れ
て
い

る
。
も
っ
と
簡
素
化

し
て
ほ
し
い
。
」
と

介
護
に
事
務
作
業
に

追
わ
れ
る
状
況
が
見

ら
れ
ま
す
。
公
益
財

団
法
人
「
介
護
労
働

安
定
セ
ン
タ
ー
」
が

公
表
し
た
介
護
労
働
実
態
調
査
で
も

介
護
現
場
の
人
手
不
足
が
２
０
１
９

年
、
過
去
最
悪
の
水
準
で
す
。
低
す

ぎ
る
介
護
報
酬
が
職
員
確
保
と
定
着

を
妨
げ
、
現
在
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
で
事
態
は
一
層
深
刻
で

す
。
区
と
し
て
介
護
保
険
関
連
の
改

悪
に
反
対
や
介
護
現
場
の
処
遇
改
善

に
国
へ
働
き
か
け
る
こ
と
を
求
め
ま

し
た
。

高
す
ぎ
る
保
険
料
の
引
き

下
げ
、
必
要
な
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
を

「
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
の
中
で
、
区

民
か
ら
は
「
次
々
と
介
護
サ
ー
ビ
ス

が
減
ら
さ
れ
続
け
て
い
る
。
そ
ん
な

に
や
り
た
く
な
い
の
で
あ
れ
ば
介
護

保
険
制
度
を
廃
止
に
し
た
ほ
う
が
良

い
。
」
「
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を
も
っ

と
利
用
で
き
る
よ
う
利
用
料
を
下
げ

て
ほ
し
い
。
」
「
要
介
護
２
で
助
か
っ

て
い
た
が
、
今
年
、
急
に
要
支
援
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
困
っ
て
い
る
。
」

な
ど
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

共
産
党
区
議
団
が
独
自
に
行
っ
た
介

護
事
業
所
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
「
応
援

対
策
給
付
金
が
受
け
取
れ
て
あ
り
が

た
い
」
と
い
う
ご
意
見
が
あ
る
一
方
、

「
す
べ
て
に
お
い
て
提
出
す
る
書
類

が
多
す
ぎ
る
の
で
、
介
護
の
現
場
終

了
後
に
作
成
す
る
。
何
も
か
も
大
変
」

「
介
護
保
険
の
認
定
が
厳
し
く
、
他

の
自
治
体
よ
り
軽
く
出
る
傾
向
が
あ

る
と
感
じ
て
い
る
」
な
ど
現
場
の
生
々

し
い
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

３
年
に
一
度
の
改
訂
で
保
険
料
も

上
が
り
続
け
て
い
ま
す
。
介
護
保
険

料
の
引
き
下
げ
と
、
低
所
得
者
へ
の

減
額
制
度
を
拡
充
し
継
続
す
る
こ
と
。

介
護
離
職
に
関
す
る
区
内
の
状
況
を

調
査
し
、
在
宅
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
の

拡
充
な
ど
の
計
画
を
進
め
る
こ
と
。

生
活
援
助
の
時
間
短
縮
を
戻
す
と
と

も
に
、
区
と
し
て

必
要
な
サ
ー
ビ
ス

時
間
の
確
保
を
行

う
こ
と
を
求
め
ま

し
た
。

住民票、印鑑証明の交付
コンビニなら200円、郵送は400円!?
区民事務所など区内７ヵ所に設置してある自動

交付機をを廃止（2022年4月1日:生産終了、運営業

者撤退）にともなって、マイナンバーカードでの

コンビニ交付サービスの普及を図るため、2021年4

月1日からコンビニでの交付手数料を現在の300円から200円に

引き下げ、あわせて郵送での申請は300円を400円に引き上げ

ることを区が提案しています。

発行場所や方法によって手数料を差をつけることは区民サー

ビスの公平性から見てどうでしょうか？マイナンバーカード

の発行（現在、区内42000枚19.8%）誘導策の一つになってい

るのではないでしょうか。※2019年度の住民票、印鑑証明書

の交付枚数は、１７万７千枚。（荒川区民２１万人強）
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○菅新政権が発足しました。安倍政権の７年８ヶ月を継承するといいます。戦争法・安保法制

の強行、アベノミクスによる貧困と格差の拡大。もり、かけ、さくらと政治の私物化が行われ

て、行政文書の改ざんなど民主主義を破壊する蛮行。こんな政治はもうごめんです。解散・総

選挙もいつ行われてもおかしくないと。コロナ後の新しい社会を見据えていきたい。

安
倍
自
公

政
権
は
２
０

１
８
年
１
０

月
か
ら
段
階

的
に
減
額
し
て
き
た
生
活
保

護
費
の
う
ち
食
費
や
光
熱
費

な
ど
「
生
活
扶
助
」
の
支
給

額
に
つ
い
て
、
１
０
月
に
予

定
通
り
減
額
（
３
年
か
け
て

１
６
０
億
円
）
を
実
施
し
ま

す
。
実
施
に
よ
っ
て
減
額
さ

れ
る
の
は
利
用
者
全
体
の
６

７
％
に
も
の
ぼ
り
ま
す
。

（
左
表
）
最
大
５
％
削
減
さ

れ
る
世
帯
も
。
２
０
１
３
年

８
月
か
ら
１
５
年
４
月
に
か

け
て
段
階
的
に
保
護
費
減
額

を
実
施
。
さ
ら
に
１
８
年
１

０
月
か
ら
、
新
た
に
段
階
的

な
減
額
を
行
い
、
今
年
が
最

後
の
年
と
な
り
ま
す
。

生
活
保
護
利
用
者
は
、
夏

場
は
電
気
代
が
か
さ
む
た
め

ク
ー
ラ
ー
を
つ
け
な
い
、
下

着
な
ど
衣
類
の
買
い
物
が
で

き
な
い
、
友
人
と
の
付
き
合

い
を
控
え
る
な
ど
基
本
的
な

人
間
ら
し
い
暮
ら
し
を
制
約

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
予
防
で
消
毒
や
衛
生
関
係

の
出
費
が
か
さ
ん
で
い
ま
す
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
減

額
を
強
行
す
る
こ
と
は

命
と
健
康
に
か
か
わ
る

大
問
題
で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡

大
の
影
響
で
、
８
月
末
に
解

雇
者
が
５
万
人
超
と
な
る
な

ど
雇
用
情
勢
の
先
行
き
は
厳

し
く
な
る
い
っ
ぽ
う
で
あ
り
、

生
活
保
護
の
果
た
す
役
割
が

ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

生
活
保
護
の
申
請
は

国
民
の
権
利
で
す
。

共
産
党
の
国
会
質
問
に
安

倍
首
相
は
生
活
保
護
は
権
利

と
認
め
「
た
め
ら
わ
ず
に
申

請
し
て
ほ
し
い
」
と
答
え
ま

し
た
。
こ
の
答
弁
を
受
け
て

厚
労
省
は
「
生
活
保
護
は
国

民
の
権
利
で
す
。
」
と
記
し

た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成

（
左
）
し
ま
し
た
。
周
知
徹

底
と
積
極
的
活

用
が
求
め
ら
れ

ま
す
。

「ながらスマホ防止条例」案は
まず、広く意見を聞くべき！

９月会議に自民・公明から議員提
出議案として「荒川区スマートフォ

ン等の使用による安全を阻害する行

為の防止に関する条例」（案）が提

出され、14日の福祉区民委員会で審

査が行われました。

日本共産党は「罰則規定はないも

のの、ながらスマホは行ってはいけないと区民等の

行動を規制する条例制定にあたっては区民へ周知し

意見をまず聞くべきであり、今回結論を出すのでは

なく継続審議である」と主張。

アスレチック遊具
ようやく改修工事に！

昨年から老朽化の

ため危険として利用

を禁止していたアス

レチック遊具【東尾

久３丁目北児童遊園

（3-18-4）】の改修

工事がようやく始ま

ります。コロナ禍の影響などの影響で半年以上のび

ていました。新しい同様の遊具

が設置をされることになりまし

た。子どもたちに大変喜ばれて

いたものなの、子どもたちの歓

喜の声が楽しみです。

他の施策にも影響が・・・
生活扶助基準はナショナルミニマ

ム（最低生活水準）で、国民生活

の土台となるもの。厚労省自身が、

医療・福祉、年金など４７施策で

悪影響が出ることを、１８年１月

に明らかにしています。

重大事故もおきています。危険な「ながらスマホ」

をなくさなければなりません。取り組みは大切です。

だからこそ、区民の理解と機運を高めるプロセスを大

事にしたいものです。




